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本
稿
は
『
北
の
丸
』
五
四
号
（
令
和
四
年
）
掲
載
の
「
中
世
文
学
資
料
解
題
③
」
に

続
く
も
の
で
あ
る
。
当
館
所
蔵
の
資
料
の
う
ち
、
鎌
倉
時
代
～
室
町
時
代
に
か
け
て
成

立
し
た
文
学
作
品
（
中
世
文
学
）
お
よ
び
後
世
に
成
立
し
た
そ
の
注
釈
書
類
の
書
誌
解

題
で
あ
る
。
広
く
一
般
の
利
用
に
供
す
る
た
め
、
作
品
解
説
を
加
え
て
掲
載
す
る
。 

 

今
回
は
『
改
訂 

内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
』
の
「
国
文
」
の
項
目
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
資
料
か
ら
、
該
当
の
資
料
を
抽
出
し
て
調
査
し
た
。
旧
蔵
者
は
紅
葉
山
文
庫
・
昌

平
坂
学
問
所
・
和
学
講
談
所
な
ど
多
岐
に
及
ぶ
が
、
近
世
初
期
に
出
版
さ
れ
た
注
釈
書

も
多
く
含
み
、
中
世
文
学
の
享
受
の
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

な
お
、
挿
絵
を
伴
う
資
料
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
北
の
丸
』
四
五
号
（
平
成
二
五

年
）
～
五
〇
号
（
平
成
三
〇
年
）
に
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
①
～
⑥
」
と

し
て
紹
介
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。 

  

【
一
三
一
】〔
玉
藻
草
紙
〕 

江
戸
時
代
初
期
か 

一
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
特
〇
六
二
‐
〇
〇
一
六
］ 

  

本
資
料
は
室
町
物
語
の
ひ
と
つ
『
玉
藻
草
紙
』（
別
名
に
「
玉
藻
前
物
語
」
等
）
の

写
本
。
一
冊
。 

 

鳥
羽
院
は
玉
藻
前
と
い
う
美
女
を
寵
愛
し
て
い
た
が
、
院
の
病
が
篤
く
な
り
、
陰
陽

師
安
倍
泰
成
が
召
し
出
さ
れ
、
玉
藻
前
の
正
体
を
院
に
害
を
な
す
狐
と
見
破
っ
た
。
こ

の
狐
は
天
竺
・
漢
土
で
も
王
を
誑
か
す
悪
女
と
な
っ
て
国
を
傾
け
た
。
や
が
て
狐
退
治

の
院
宣
が
下
り
、
上
総
介
・
三
浦
介
が
下
野
国
那
須
野
で
討
ち
取
っ
た
。 

 

成
立
は
室
町
時
代
前
期
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
根
津
美
術
館
が
所
蔵
し
て
い
る
絵

巻
二
軸
が
室
町
時
代
後
期
の
も
の
で
、
最
も
古
態
を
残
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

承
応
三
年
に
は
絵
入
り
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。 

 

本
資
料
は
筆
跡
か
ら
見
て
、
江
戸
時
代
初
期
の
書
写
と
考
え
ら
れ
る
も
の
。
ま
た
本

資
料
の
場
合
は
、
狐
を
討
ち
取
っ
た
場
面
で
結
ば
れ
、
殺
生
石
伝
説
は
含
ま
れ
な
い
。 

 

本
資
料
の
一
丁
目
に
は
和
学
講
談
所
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
和
学
講
談
所
旧
蔵
と
い
う

こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
以
前
の
来
歴
は
不
明
。 

 

本
資
料
に
内
題
は
な
く
、
目
録
書
名
は
外
題
を
採
っ
た
も
の
。
外
題
は
四
周
双
辺
刷

題
簽
（
一
六
・
五
糎
×
三
・
二
糎
）
の
枠
内
に
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
表
紙
左
肩
に
貼
付
。 

 
全
体
に
水
損
あ
り
。
表
紙
は
後
補
か
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
玉
藻
草
紙
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
六
・
五
糎
×
三
・
二
糎
） 

内
題
・
な
し 

見
返
し
・「
玉
藻
草
子
」
と
右
肩
に
墨
書
あ
り 

五
〇

中
世
文
学
資
料
解
題
④

『
北
の
丸
』
第
55
号　
　



表
紙
・
斜
刷
毛
目
（
渋
引
）
表
紙
（
二
九
・
〇
糎
×
二
一
・
五
糎
） 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
本
文
毎
半
葉
九
行 

字
面
高
さ
・
二
四
・
〇
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
三
四
丁 

印
記
・
一
オ
「
書
籍
館
印
」「
内
閣
文
庫
」「
浅
草
文
庫
」「
和
学
講
談
所
」「
日

本
政
府
図
書
」 

 
 
 

三
四
ウ
「
内
閣
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
は
奥
書
が
な
い
た
め
、
は
っ
き
り
と
し
た
写
年
・
書
写
者
は
不
明
。

筆
跡
か
ら
見
て
江
戸
時
代
初
期
か
。 

 
 

 

【
一
三
二
】〔
十
二
段
草
子
〕 

刊
年
不
明 

一
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四
‐
〇
〇
七
三
］ 

 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
二
〇

一
四
年
）
参
照
の
こ
と 

  
 【
一
三
三
】〔
虫
歌
合
〕 

写
年
不
明 

一
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
一
‐
〇
二
八
一
］ 

  

本
資
料
は
室
町
物
語
の
ひ
と
つ
『
虫
の
歌
合
』
の
写
本
、
別
名
に
『
十
五
番
歌
合
』

『
虫
合
』
な
ど
。
袋
綴
。
一
冊
。 

 

本
書
は
擬
人
化
さ
れ
た
虫
た
ち
が
、
一
五
番
の
歌
合
を
行
う
と
い
う
異
類
物
で
あ
る
。

蟋
蟀
（
き
り
ぎ
り
す
）
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
蟾
蜍
（
ひ
き
が
え
る
）
が
判
者
と
な

り
、
蜂
・
ゲ
ジ
ゲ
ジ
・
蟻
・
は
た
お
り
・
蓑
虫
・
蟷
螂
・
あ
し
ま
と
い
・
芋
虫
・
蝶
・

毛
虫
・
く
つ
わ
虫
・
き
り
ぎ
り
す
・
蚯
蚓
・
鈴
虫
・
松
虫
・
む
か
で
・
き
こ
り
む
し
・

ひ
ぐ
ら
し
・
こ
が
ね
む
し
・
蝿
・
蛾
・
蚤
・
し
ら
み
・
け
ら
・
蛍
・
蜘
蛛
・
蝉
・
蟾

蜍
・
く
ち
な
わ
、
三
十
匹
十
五
番
で
左
右
に
分
か
れ
て
競
い
合
う
。
最
後
は
蟾
蜍
が
く

ち
な
わ
に
恐
れ
を
な
し
て
逃
げ
出
す
。 

 

江
戸
時
代
初
期
に
は
す
で
に
本
書
は
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
当
時
は
木
下
勝
俊
（
長
嘯

子
）
が
作
者
と
し
て
有
力
視
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り
し
な
い
。
成

立
は
室
町
時
代
後
期
～
江
戸
時
代
初
期
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

本
資
料
は
第
一
丁
目
に
和
学
講
談
所
の
蔵
書
印
あ
り
。
た
だ
し
和
学
講
談
所
以
前
の

所
蔵
者
に
つ
い
て
は
不
明
。 

 

天
部
に
水
損
あ
り
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
む
し
の
哥
合
」
左
肩
無
地
料
紙
題
簽
（
一
五
・
七
糎
×
三
・
三
糎
）
に

墨
書 

内
題
・
な
し 

表
紙
・
代
赭
色
表
紙
（
二
五
・
〇
糎
×
一
七
・
〇
糎
） 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
本
文
毎
半
葉
七
行 

五
一

中
世
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資
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題
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第
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字
面
高
さ
・
一
九
・
〇
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
一
九
丁 

印
記
・
一
オ
「
書
籍
館
印
」「
内
閣
文
庫
」「
浅
草
文
庫
」「
和
学
講
談
所
」「
日

本
政
府
図
書
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
は
奥
書
が
な
い
た
め
、
は
っ
き
り
と
し
た
写
年
・
書
写
者
は
不
明
。

筆
跡
か
ら
見
て
江
戸
時
代
前
期
か
。 

 
 

 

【
一
三
四
】〔
虫
歌
合
〕 

写
年
不
明 

一
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 
［
請
求
番
号
：
二
〇
一
‐
〇
三
〇
四
］ 

  

本
資
料
は
前
掲
資
料
同
様
、
室
町
物
語
の
ひ
と
つ
『
虫
の
歌
合
』（『
十
五
番
歌
合
』

『
虫
合
』）
の
写
本
。
袋
綴
。
一
冊
。 

 

表
紙
は
金
茶
色
の
絹
布
を
用
い
て
お
り
、
題
簽
に
も
金
揉
箔
を
用
い
る
な
ど
、
比
較

的
豪
華
だ
が
、
本
文
は
楮
の
袋
綴
で
、
あ
ま
り
表
紙
と
つ
り
合
い
が
取
れ
て
い
な
い
。 

 

見
返
し
に
内
閣
文
庫
の
蔵
書
票
が
貼
付
さ
れ
て
お
り
、
修
復
の
際
に
手
を
加
え
ら
れ

た
形
跡
が
あ
る
。 

 

第
一
丁
目
に
「
昌
平
坂
学
問
所
」
の
墨
印
が
あ
る
。
新
収
の
際
に
表
紙
右
肩
に
も
同

じ
印
が
捺
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
形
跡
は
見
ら
れ
ず
、
や
は
り
表
紙
は
後
補
の

可
能
性
が
高
い
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
虫
歌
合 

全
」
左
肩
金
揉
箔
料
紙
題
簽
（
一
九
・
五
糎
×
三
・
五
糎
）

に
墨
書 

内
題
・
な
し 

表
紙
・
金
茶
色
（
織
）
表
紙
（
二
九
・
三
糎
×
二
〇
・
五
糎
） 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
本
文
毎
半
葉
八
行 

字
面
高
さ
・
二
二
・
〇
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
一
四
丁 

印
記
・
一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」「
大
学
校
図
書
之
印
」「
昌
平
坂
学
問
所
」（
墨

印
）「
浅
草
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
は
奥
書
が
な
い
た
め
、
は
っ
き
り
と
し
た
写
年
・
書
写
者
は
不
明
。

筆
跡
か
ら
見
て
江
戸
時
代
中
期
～
後
期
か
。 

 
 

 

【
一
三
五
】〔
鳥
歌
合
〕 

写
年
不
明 

一
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
一
‐
〇
二
八
九
］ 

  

本
資
料
は
室
町
物
語
の
ひ
と
つ
『
鳥
の
歌
合
』
の
写
本
の
ひ
と
つ
で
、
特
に
別
本
に

分
類
さ
れ
る
も
の
。
特
に
当
館
以
外
に
所
蔵
を
知
ら
れ
て
い
な
い
。
袋
綴
。
一
冊
。 

 
三
〇
種
の
鳥
た
ち
が
一
五
番
の
歌
合
を
催
す
異
類
物
で
、
前
掲
の
『
虫
の
歌
合
』
の

影
響
下
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

難
波
の
里
に
隠
棲
す
る
あ
る
翁
の
夢
に
、
ウ
グ
イ
ス
が
現
れ
て
、
虫
の
歌
合
の
よ
う

に
鳥
の
歌
合
を
催
し
た
い
と
い
う
。
ま
ず
ウ
グ
イ
ス
が
判
者
と
な
り
、
セ
キ
レ
イ
と
ホ

五
二

中
世
文
学
資
料
解
題
④

『
北
の
丸
』
第
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ト
ト
ギ
ス
が
左
右
に
分
か
れ
て
和
歌
を
競
う
。
最
後
の
一
五
番
は
ワ
シ
と
ウ
グ
イ
ス
が

競
い
、
ワ
シ
の
勝
ち
で
終
わ
る
。 

 

一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
『
鳥
の
歌
合
』
は
、
ミ
ソ
サ
ザ
イ
が
歌
合
を
催
そ
う
と
ウ

グ
イ
ス
を
誘
う
が
、
判
者
を
ワ
シ
に
す
る
た
め
フ
ク
ロ
ウ
の
仲
介
を
頼
む
と
い
う
く
だ

り
が
あ
る
。
競
い
合
う
鳥
も
異
な
っ
て
お
り
、
三
〇
種
の
鳥
た
ち
が
歌
合
を
す
る
と
い

う
趣
向
は
同
じ
だ
が
、
内
容
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
資
料
は
『
鳥
の
歌
合
』

の
中
で
も
特
に
「
別
本
」
と
呼
ば
れ
る
。 

和
歌
は
す
べ
て
恋
が
題
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鳥
の
特
徴
を
詠
み
込
ん
で
い
る
点

も
『
虫
の
歌
合
』
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
は
『
虫
の
歌
合
』
の

成
立
以
降
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

本
資
料
の
第
一
丁
目
に
は
和
学
講
談
所
の
蔵
書
印
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
所
蔵

者
に
つ
い
て
は
不
明
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
鳥
歌
合
」
左
肩
無
地
料
紙
題
簽
（
一
八
・
〇
糎
×
三
・
七
糎
）
に
墨
書 

内
題
・
な
し 

表
紙
・
香
色
布
目
型
押
表
紙
（
二
六
・
八
糎
×
一
九
・
〇
糎
） 

遊
紙
・
左
肩
に
「
鳥
歌
合 

蔵
」
の
墨
書
あ
り 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
本
文
毎
半
葉
九
行 

字
面
高
さ
・
二
二
・
〇
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
一
九
丁 

印
記
・
一
オ
「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」「
和
学
講
談
所
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
は
奥
書
が
な
い
た
め
、
は
っ
き
り
と
し
た
写
年
・
書
写
者
は
不
明
。

筆
跡
か
ら
見
て
、
江
戸
時
代
中
期
～
後
期
か
。 

 
 

 

【
一
三
六
】
う
を
の
う
た
合
附
け
た
物
の
歌
合 

写
年
不
明 

一
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
一
‐
〇
二
九
一
］ 

  

本
資
料
は
室
町
物
語
の
ひ
と
つ
『
魚
の
歌
合
』
の
写
本
で
、
後
半
に
『
獣
の
歌
合
』

を
付
す
も
の
。
袋
綴
。
一
冊
。 

 

前
掲
の
『
虫
の
歌
合
』『
鳥
の
歌
合
』
と
一
連
の
作
品
群
を
成
す
も
の
で
、『
獣
の
歌

合
』
と
合
わ
せ
て
「
四
生
の
歌
合
」
と
も
呼
ば
れ
る
。 

 

『
魚
の
歌
合
』
の
本
文
に
も
『
虫
の
歌
合
』
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
、
魚
た
ち
が
左

右
に
分
か
れ
て
三
十
番
の
歌
合
を
催
す
。
判
者
は
鯨
の
「
く
じ
ら
だ
ん
ざ
へ
も
ん
」。

一
番
は
鯛
の
「
お
め
で
た
い
ゑ
も
ん
」
と
鯉
の
「
君
を
恋
の
す
け
」
で
、
名
付
け
の
お

も
し
ろ
さ
も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ま
た
判
詞
が
歌
学
の
初
学
者
向
け
の
わ
か
り
や

す
い
解
説
と
も
な
っ
て
い
る
。『
獣
の
歌
合
』
は
獅
子
の
「
し
ゝ
わ
う
」
が
判
者
を
務

め
、
二
十
番
の
和
歌
で
左
右
が
競
い
合
う
。
一
番
は
カ
ワ
ウ
ソ
の
「
か
わ
う
そ
の
水
ゑ

も
ん
」
と
ブ
タ
の
「
ぶ
た
の
ほ
う
し
ど
ろ
ぼ
う
」。
内
容
の
近
似
性
か
ら
見
て
、『
虫
の

歌
合
』
が
先
に
成
立
し
、
こ
れ
を
受
け
て
『
鳥
の
歌
合
』『
魚
の
歌
合
』『
獣
の
歌
合
』

が
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 
本
資
料
の
場
合
は
、『
魚
の
歌
合
』
と
『
獣
の
歌
合
』
の
合
写
。
筆
跡
は
同
一
。
判

詞
の
部
分
は
毎
半
葉
一
一
行
、
字
高
二
三
・
〇
糎
だ
が
、
和
歌
の
部
分
は
字
高
一
〇
糎

程
度
で
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。 

 

一
オ
の
蔵
書
印
か
ら
見
て
和
学
講
談
所
の
旧
蔵
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
裏
見
返
し

に
ス
タ
ン
プ
（
三
・
五
糎
×
〇
・
八
糎
）
が
あ
る
が
、
滲
ん
で
い
る
た
め
判
読
不
可
。

五
三
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（「
■
■
昭
和
三
〇
年
一
二
月
／
■
■
文
庫
」
か
） 

 
ノ
ド
に
や
や
水
損
あ
り
。
表
紙
は
後
補
か
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
魚
哥
合
／
獣
哥
合
」
左
肩
無
地
料
紙
題
簽
（
一
九
・
〇
糎
×
三
・
七
糎
）

に
墨
書 

内
題
・「
う
を
の
う
た
合
」（
一
オ
）、「
け
た
物
の
哥
合
」（
二
一
オ
） 

表
紙
・
香
色
布
目
型
押
表
紙
（
二
七
・
〇
糎
×
一
九
・
〇
糎
） 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
本
文
毎
半
葉
一
一
行 

字
面
高
さ
・
一
〇
・
〇
糎
～
二
三
・
〇
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
三
八
丁 

印
記
・
一
オ
「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」「
和
学
講
談
所
」

（
※
裏
見
返
し
に
ス
タ
ン
プ
（
三
・
五
糎
×
〇
・
八
糎
）
あ
り
） 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
は
奥
書
が
な
い
た
め
、
は
っ
き
り
と
し
た
写
年
・
書
写
者
は
不
明
。

筆
跡
か
ら
見
て
、
江
戸
時
代
中
期
～
後
期
か
。 

  

【
一
三
七
】〔
あ
を
葉
の
笛
物
語
〕 

写
年
不
明 

一
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四
‐
〇
〇
一
九
］ 

  

本
資
料
は
室
町
物
語
の
ひ
と
つ
『
青
葉
の
笛
の
物
語
』（
別
名
に
『
仁
明
天
皇
物
語
』）

の
写
本
で
、
萩
原
宗
固
の
筆
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
。
一
冊
。 

 

本
書
は
伝
説
の
名
笛
「
青
葉
の
笛
」
の
由
来
を
語
る
御
伽
草
子
。
仁
明
天
皇
の
御
代
、

在
原
業
平
は
羅
生
門
で
笛
を
吹
く
仙
童
と
出
会
う
。
業
平
は
仙
童
に
導
か
れ
、
箕
面
の

滝
の
奥
の
仙
境
へ
赴
く
。
業
平
は
観
音
菩
薩
の
持
ち
物
だ
っ
た
「
青
葉
の
笛
」
を
与
え

ら
れ
て
都
へ
と
戻
っ
た
。
笛
は
宮
中
に
収
め
ら
れ
、
帝
の
命
に
よ
っ
て
業
平
は
再
び
仙

境
を
目
指
す
が
、
つ
い
に
見
つ
け
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。 

 

名
笛
の
由
来
譚
で
あ
る
と
同
時
、
異
界
訪
問
の
物
語
で
あ
り
、
ま
た
業
平
の
法
華
経

帰
依
を
讃
え
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
特
に
仙
童
が
法
華
経
の
功
徳
に
よ
っ
て
永
遠
の

若
さ
を
保
つ
と
い
う
く
だ
り
は
、
菊
慈
童
説
話
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
。 

 

本
資
料
の
場
合
、
第
一
九
丁
目
に
萩
原
宗
固
の
跋
文
が
あ
る
。 

 

表
紙
は
後
補
で
、
左
肩
に
題
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
扉
が
、
元
表
紙
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

本
資
料
は
和
学
講
談
所
の
旧
蔵
。 

【
書
誌
】 

外
題
・
「
あ
を
葉
の
笛
物
語 

全
」
左
肩
四
周
双
辺
刷
題
簽
（
一
六
・
五
糎
×

三
・
〇
糎
）
に
墨
書 

内
題
・
な
し 

表
紙
・
代
赭
色
表
紙
（
二
三
・
五
糎
×
一
七
・
〇
糎
） 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
右
肩
「
続
類
聚
」、
左
肩
「
あ
を
葉
の
笛
物
語
」
と
墨
書
あ
り 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
本
文
毎
半
葉
九
行 

字
面
高
さ
・
一
九
・
〇
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
一
九
丁 

印
記
・
二
オ
「
書
籍
館
印
」「
浅
草
文
庫
」「
和
学
講
談
所
」「
日
本
政
府
図
書
」

五
四

中
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文
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題
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「
内
閣
文
庫
」 

 
 
 

一
九
ウ
「
内
閣
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

第
一
九
丁
目
に
跋
文
あ
り
。 

「
此
も
の
語
作
者
詳
な
ら
ず
／
詞
書
三
条
西
殿
公
国
卿
絵
は
土
佐
／
の
な
に
か

し
か
書
て
一
帖
を
も
て
／
そ
の
詞
書
の
み
老
の
す
さ
み
に
／
影
写
し
侍
り
ぬ
公

国
卿
は
後
公
／
明
公
と
称
し
ま
い
ら
せ
て
円
智
院
（
一
九
オ
）
／
内
大
臣
の
御

事
に
候
て
天
正
十
五
年
／
薨
し
給
ふ
よ
し
も
の
に
見
え
た
り
／
百
華
庵 

宗
固

云
（
一
九
ウ
）」 

 

こ
こ
で
は
天
正
一
五
年
に
没
し
た
三
条
西
公
国
（
公
明
、
円
智
院
）
の
手
に

よ
る
絵
本
が
底
本
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
百
華
庵
は
宗
固
の
号
。 

 
 

 

【
一
三
八
】〔
硯
破
〕 

写
年
不
明 

一
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四
‐
〇
〇
八
三
］ 

  

本
資
料
は
室
町
物
語
の
ひ
と
つ
『
硯
破
』
の
写
本
で
、
特
に
内
閣
文
庫
本
と
称
さ
れ

る
伝
本
。
袋
綴
。
一
冊
。 

 

『
硯
破
』
は
書
写
山
の
僧
で
あ
る
性
空
上
人
の
出
家
遁
世
譚
。
上
人
が
ま
だ
中
太
三

郎
と
名
乗
り
、
朝
時
大
納
言
と
い
う
人
に
仕
え
て
い
た
頃
、
若
君
を
そ
そ
の
か
し
て
家

宝
の
硯
を
盗
み
見
し
た
上
に
、
こ
れ
を
取
り
落
と
し
て
割
っ
て
し
ま
う
。
若
君
は
中
太

を
か
ば
っ
て
身
代
わ
り
と
な
り
、
怒
っ
た
大
納
言
に
首
を
刎
ね
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
中
太
は
出
家
遁
世
し
て
書
写
山
に
登
っ
た
と
い
う
。 

 

『
硯
破
』
が
依
拠
し
て
い
る
の
は
『
撰
集
抄
』『
元
亨
釈
書
』『
太
平
記
』
で
あ
る
こ

と
が
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

本
資
料
は
写
年
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
奈
良
絵
本
か
ら
の
転
写
で
あ
る

こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
の
ほ
か
主
要
な
伝
本
と
し
て
は
、
加
藤
家
本
（
奈

良
絵
本
）、
広
島
大
学
本
（
奈
良
絵
本
）、
細
見
美
術
館
本
（
絵
巻
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

特
に
細
見
美
術
館
所
蔵
の
絵
巻
は
、
足
利
義
澄
幼
年
時
の
所
蔵
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
。（
小
林
忠
雄
「
近
古
小
説
硯
破
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」『
国
語
国
文
』
二

五
―
四
号
、
昭
和
三
一
年
、
橋
本
直
紀
「
奈
良
絵
本
『
硯
わ
り
』
と
性
空
上
人
」『
千

里
山
文
学
論
叢
』
二
六
号
、
昭
和
五
七
年
） 

 

本
資
料
は
和
学
講
談
所
の
旧
蔵
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
硯
破
」
左
肩
無
地
料
紙
題
簽
（
一
八
・
三
糎
×
三
・
五
糎
）
に
墨
書 

内
題
・
な
し 

表
紙
・
香
色
布
目
型
押
表
紙
（
二
七
・
五
糎
×
一
九
・
〇
糎
） 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
本
文
毎
半
葉
一
〇
行 

字
面
高
さ
・
二
三
・
〇
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
二
五
丁 

印
記
・
一
オ
「
書
籍
館
印
」「
浅
草
文
庫
」「
和
学
講
談
所
」「
日
本
政
府
図
書
」

「
内
閣
文
庫
」 

 
 
 

二
五
ウ
「
内
閣
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
の
写
年
・
書
写
者
は
は
っ
き
り
し
な
い
。 

五
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【
一
三
九
】
三
人
法
師 

写
年
不
明 

一
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四
‐
〇
〇
七
〇
］ 

  

本
資
料
は
室
町
物
語
の
ひ
と
つ
『
三
人
法
師
』（
別
名
に
『
三
人
懺
悔
冊
子
』『
三
人

懺
悔
の
草
子
』『
懺
悔
物
語
』
な
ど
）
の
写
本
。
袋
綴
。
一
冊
。 

 

『
三
人
法
師
』
は
高
野
山
に
隠
棲
す
る
三
人
の
僧
が
、
出
家
遁
世
に
至
る
き
っ
か
け

を
語
り
合
う
。
第
一
の
僧
は
恋
人
を
強
盗
に
殺
さ
れ
た
こ
と
、
第
二
の
僧
は
強
盗
と
な

っ
て
罪
を
思
い
知
っ
た
上
に
妻
の
あ
さ
ま
し
さ
に
嫌
気
が
さ
し
た
こ
と
、
第
三
の
僧
は

主
君
が
諫
め
を
き
か
ず
に
敵
に
降
っ
た
こ
と
を
懺
悔
す
る
。
最
後
に
三
人
の
僧
が
名
乗

り
合
う
と
、
奇
し
く
も
玄
松
・
玄
竹
・
玄
梅
と
い
う
揃
い
の
法
名
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
。
三
人
は
そ
の
後
、
と
も
に
仏
道
修
行
に
専
心
し
た
。 

 

文
章
・
構
成
も
巧
み
で
、
第
一
の
僧
と
第
二
の
僧
の
物
語
は
繋
が
っ
て
お
り
、
実
は

第
一
の
僧
の
恋
人
を
殺
し
た
の
は
第
二
の
僧
で
、
妻
が
殺
し
た
女
の
髪
を
抜
い
て
喜
ん

で
い
る
さ
ま
を
見
て
、
自
ら
の
罪
と
あ
さ
ま
し
さ
を
思
い
知
っ
て
出
家
し
た
と
い
う
展

開
に
な
っ
て
い
る
。「
御
伽
草
子
中
の
屈
指
の
佳
作
」（
松
本
隆
信
「
三
人
法
師
」『
日

本
古
典
文
学
大
辞
典
』）
と
評
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
後
世
の

『
高
野
物
語
』『
七
人
比
丘
尼
』『
二
人
比
丘
尼
』
な
ど
、
懺
悔
物
語
と
呼
ば
れ
る
一
連

の
作
品
群
を
生
む
こ
と
に
な
る
。 

 

本
資
料
の
表
紙
右
肩
お
よ
び
最
終
丁
に
は
「
昌
平
坂
学
問
所
」
の
墨
印
が
あ
り
、
か

つ
最
終
丁
の
「
元
治
甲
子
」
の
朱
印
に
よ
れ
ば
、
元
治
元
年
に
昌
平
坂
学
問
所
に
新
収

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

本
資
料
の
第
一
丁
目
に
は
登
場
人
物
の
記
載
が
あ
り
、「
三
人
法
師
」
の
書
名
の
ほ

か
別
名
に
「
さ
ん
け
物
語
」
と
載
せ
て
い
る
。 

 

全
体
に
や
や
虫
損
あ
り
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
三
人
法
師 

全
」
左
肩
打
付
墨
書 

内
題
・
な
し 

表
紙
・
金
茶
色
布
目
型
押
表
紙
（
二
三
・
五
糎
×
一
六
・
五
糎
） 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
本
文
毎
半
葉
八
行 

字
面
高
さ
・
一
八
・
五
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
四
六
丁 

印
記
・
表
紙
右
肩
「
昌
平
坂
学
問
所
」 

一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」「
浅
草
文
庫
」 

 
 
 

二
オ
「
内
閣
文
庫
」 

 
 
 

四
六
オ
「
昌
平
坂
学
問
所
」「
内
閣
文
庫
」「
元
治
甲
子
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
の
写
年
・
書
写
者
は
は
っ
き
り
し
な
い
。 

 
 

 

【
一
四
〇
】〔
四
十
二
物
争
〕 

写
年
不
明 

一
冊 

林
家
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
一
‐
〇
二
八
〇
］ 

  
本
資
料
は
室
町
物
語
の
ひ
と
つ
『
四
十
二
の
物
争
ひ
』（
別
名
に
『
た
け
く
ら
べ
草

紙
』『
春
秋
優
劣
物
語
』
等
）
の
写
本
。
袋
綴
。
一
冊
。 

 

舞
台
は
「
奈
良
の
帝
」（
平
城
天
皇
）
の
御
代
、
帝
が
春
秋
の
優
劣
を
問
い
か
け
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
公
卿
殿
上
人
、
女
房
た
ち
が
四
二
の
も
の
の
優
劣
を
和
歌
で
競

五
六

中
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文
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題
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い
合
う
。
最
初
は
「
月
の
夜
と
雪
の
朝
」
で
、
以
降
四
二
首
が
詠
進
さ
れ
、
一
一
首
に

点
が
付
け
ら
れ
た
。
や
が
て
管
絃
な
ど
の
宴
が
始
ま
り
、
人
々
は
明
け
方
ま
で
楽
し
ん

だ
。 

 

平
安
時
代
前
期
に
時
代
を
設
定
し
た
創
作
の
歌
合
で
あ
る
。
絵
や
虫
、
花
な
ど
具
体

的
な
も
の
を
左
右
で
比
べ
合
う
遊
戯
を
「
物
合
」
と
す
る
の
に
対
し
、
本
書
の
よ
う
な

概
念
的
・
抽
象
的
な
も
の
を
競
い
合
う
の
を
「
物
争
い
」
と
す
る
。 

 

判
詞
に
基
本
的
な
歌
語
の
解
説
が
加
え
ら
れ
る
な
ど
、
本
書
は
和
歌
の
初
学
者
、
貴

族
の
子
女
向
け
に
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
成
立
は
室
町
時
代
中
期
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
主
要
な
伝
本
と
し
て
は
特
に
東
京
国
立
博
物
館
の
絵
巻
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

本
資
料
は
本
文
第
一
丁
目
に
「
林
氏
蔵
書
」
の
印
が
あ
り
、
林
家
の
旧
蔵
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
表
紙
右
肩
と
本
文
末
尾
に
「
昌
平
坂
学
問
所
」
の
墨
印
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
林
家
か
ら
昌
平
坂
学
問
所
に
所
蔵
が
移
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

内
題
は
な
く
、
表
紙
左
肩
に
打
付
書
で
「
四
十
二
物
争
」
と
あ
り
、
目
録
書
名
は
こ

の
外
題
に
基
づ
く
も
の
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
四
十
二
物
争
」
左
肩
打
付
墨
書 

内
題
・
な
し 

表
紙
・
代
赭
色
横
千
筋
縞
表
紙
（
二
四
・
〇
糎
×
一
六
・
〇
糎
） 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
本
文
毎
半
葉
八
行 

字
面
高
さ
・
一
八
・
五
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
一
六
丁 

印
記
・
表
紙
右
肩
「
昌
平
坂
学
問
所
」 

一
オ
「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」「
浅
草
文
庫
」「
林
氏
蔵
書
」 

 
 
 

一
六
オ
「
昌
平
坂
学
問
所
」「
日
本
政
府
図
書
」「
内
閣
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
の
写
年
・
書
写
者
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
筆
跡
か
ら
み
て
江
戸
時

代
前
期
～
中
期
か
。 

 
 

 

【
一
四
一
】
四
十
二
の
も
の
あ
ら
そ
ひ 

文
政
二
年
序
刊 

一
冊 

内
務
省
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
一
‐
〇
三
〇
九
］ 

  

本
資
料
は
御
伽
草
子
『
四
十
二
物
争
』
の
注
釈
書
（
一
般
的
な
書
名
は
『
四
十
二
物

諍
考
證
』）
の
版
本
。
袋
綴
。
一
冊
。 

 

ま
ず
「
提
要
」
の
部
分
で
、
成
立
年
代
や
諸
本
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
次
い
で
本

文
を
記
載
し
校
合
、
さ
ら
に
頭
注
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
底
本
は
大
石
千
曳
蔵
写
本
で
、

校
合
に
用
い
た
の
は
古
活
字
版
・
貞
享
二
年
版
・
写
本
七
種
で
、
行
間
に
諸
本
間
の
異

同
を
記
し
て
い
る
。 

 

編
者
の
山
本
明
清
は
、
天
保
八
年
に
没
し
た
国
学
者
で
、
岸
本
由
豆
流
の
門
下
で
古

典
研
究
の
業
績
を
多
く
残
し
た
。
本
資
料
の
序
文
も
ま
た
岸
本
由
豆
流
が
寄
せ
た
も
の

で
あ
る
。 

 
目
録
書
名
は
内
題
を
採
っ
た
も
の
。
外
題
は
一
般
的
な
書
名
で
あ
る
『
四
十
二
物
諍

考
証
』
に
な
っ
て
い
る
。 

 

第
一
丁
目
に
「
明
治
十
二
年
購
求
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
政
府
に
よ
っ
て
購
入

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

全
体
に
水
損
あ
り
。 

五
七

中
世
文
学
資
料
解
題
④

『
北
の
丸
』
第
55
号　
　



【
書
誌
】 

外
題
・
「
四
十
二
物
諍
考
證 

完
」
左
肩
四
周
単
辺
刷
題
簽
（
一
九
・
五
糎
×

四
・
〇
糎
） 

内
題
・「
四
十
二
の
も
の
あ
ら
そ
ひ
」 

表
紙
・
縹
色
唐
花
唐
草
文
様
艶
出
表
紙
（
二
六
・
五
糎
×
一
五
・
〇
糎
） 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
序
文
八
行
、
提
要
一
五
行
、
本
文
一
一
行 

字
面
高
さ
・
序
文
一
九
・
五
糎
、
提
要
二
四
・
二
糎
、
本
文
一
六
・
五
糎
、
頭

注
七
・
〇
糎 

匡
郭
・
提
要
・
本
文
四
周
単
辺
（
二
四
・
二
糎
×
一
五
・
〇
糎
） 

墨
付
丁
数
・
二
二
丁 

印
記
・
一
オ
「
大
日
本
帝
国
図
書
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
明
治
十
二
年
購
求
」 

【
刊
年
・
刊
行
者
】 

 

序
文
に
は
「
文
政
つ
ち
の
と
の
卯
」
の
字
が
見
え
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
文
政
二

年
の
刊
行
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
刊
記
に
刊
年
の
記
載
は
な
く
、
後

刷
の
可
能
性
が
高
い
。 

 

刊
記
は
裏
見
返
し
に
京
・
大
坂
・
江
戸
の
三
都
の
書
肆
が
載
る
。 

「
書
肆
／
京
都
三
條
通
升
屋
町
／
出
雲
寺
文
次
郎
／
同
寺
町
通
松
原
下
ル
／
勝

村
治
右
衛
門
／
大
坂
心
斎
橋
通
北
久
太
郎
町
／
河
内
屋
喜
兵
衛
／
同
安
堂
寺
町

／
秋
田
屋
太
右
衛
門
／
江
戸
日
本
橋
通
壱
丁
目
／
須
原
屋
茂
兵
衛
／
同
本
町
通

横
山
町
壱
丁
目
／
出
雲
寺
萬
次
郎
／
同
芝
神
明
前
／
岡
田
屋
嘉
七
」 

 
 

 

【
一
四
二
】
か
ら
い
と
さ
う
し 

江
戸
時
代
初
期
刊 

一
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
特
一
二
〇
‐
〇
〇
〇
二
］ 

 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
二
〇
一

四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
一
四
三
】
紫
式
部
の
巻 

明
暦
四
年
刊 

一
冊 

内
務
省
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
三
‐
〇
〇
七
四
］ 

 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
二
〇
一

四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
一
四
四
】
一
も
と
き
く 

刊
年
不
明 

三
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四
‐
〇
〇
九
八
］ 

 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
二
〇
一

四
年
）
参
照
の
こ
と 

  
【
一
四
五
】
松
風
む
ら
さ
め 

万
治
二
年
刊 

一
冊 

鹿
都
部
真
顔
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四
‐
〇
〇
七
二
］ 

 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
二
〇
一

五
八

中
世
文
学
資
料
解
題
④

『
北
の
丸
』
第
55
号　
　



四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
一
四
六
】
は
ち
か
づ
き 

寛
文
六
年
刊 

二
冊 

内
務
省
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四
‐
〇
〇
九
六
］ 

 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
二
〇
一

四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
一
四
七
】
は
ち
か
づ
き
さ
い
し
や
う
の
君 
刊
年
不
明 

二
冊 

昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵 
［
請
求
番
号
：
二
〇
四
‐
〇
〇
九
六
］ 

 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
二
〇
一

四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
一
四
八
】
堀
江
物
語 

寛
文
七
年
刊 

三
冊 

内
務
省
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四
‐
〇
〇
七
六
］ 

 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
二
〇
一

四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
一
四
九
】〔
窓
の
教
〕 

写
年
不
明 

一
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四
‐
〇
〇
八
二
］ 

 

※
拙
稿
「
当
館
所
蔵
の
「
絵
入
り
本
」
解
題
②
」（『
北
の
丸
』
四
六
号
、
二
〇
一

四
年
）
参
照
の
こ
と 

  

【
一
五
〇
】
横
座
坊
物
語 

写
年
不
明 

一
冊 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
一
九
三
‐
〇
五
一
二
］ 

  

本
資
料
は
御
伽
草
子
『
横
座
坊
物
語
』（
一
般
的
に
は
『
横
座
房
物
語
』）
の
写
本
。

袋
綴
。
一
冊
。 

 

本
書
は
仔
牛
の
「
横
座
房
」
を
巡
る
物
語
で
、
あ
る
老
僧
が
「
横
座
房
」
と
呼
ん
で

可
愛
が
っ
て
い
た
仔
牛
が
横
領
さ
れ
て
し
ま
う
。
犯
人
は
旧
知
の
悪
太
郎
と
い
う
人
物

で
、
名
前
を
呼
ん
で
仔
牛
が
返
事
を
す
れ
ば
返
し
て
や
る
と
い
う
。
そ
こ
で
老
僧
は
、

和
漢
の
故
事
・
説
話
を
引
き
合
い
に
出
し
、
ど
ん
な
生
き
物
に
も
情
け
の
心
が
あ
る
と

説
く
と
、
果
た
し
て
仔
牛
の
「
横
座
房
」
は
「
も
う
」
と
返
事
を
し
た
と
い
う
。 

 

狂
言
「
横
座
」
と
同
材
だ
が
、
前
後
関
係
は
不
明
。
室
町
時
代
前
期
の
成
立
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。 

 

物
語
の
主
眼
は
老
僧
の
引
く
故
事
・
説
話
で
あ
る
。
動
物
を
巡
る
あ
ら
ゆ
る
故
事
・

説
話
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
老
僧
は
か
つ
て
山
名
氏
清
に
従
っ
た
武
者
だ
っ

た
と
し
て
『
明
徳
記
』
を
典
拠
に
し
て
い
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。 

 

本
資
料
は
漢
文
体
で
記
さ
れ
て
い
る
。
当
館
の
ほ
か
、
神
宮
文
庫
な
ど
の
伝
本
が
知

ら
れ
る
が
、
本
資
料
と
同
文
。『
室
町
時
代
物
語
大
成 

一
三
』
の
底
本
は
本
資
料
で

あ
る
。（
徳
田
和
夫
「
動
物
に
宣
命
を
含
め
る
話
―
―
お
伽
草
子
『
横
座
房
物
語
』
論

五
九

中
世
文
学
資
料
解
題
④

『
北
の
丸
』
第
55
号　
　



そ
の
１
」『
国
語
国
文
論
集
（
学
習
院
女
子
短
期
大
学
）』
二
五
号
、
平
成
八
年
、
同

「
も
の
言
う
動
物
の
話
―
―
お
伽
草
子
『
横
座
房
物
語
』
論
（
承
前
）
―
」『
国
語
国

文
論
集
（
学
習
院
女
子
短
期
大
学
）』
二
六
号
、
平
成
九
年
） 

 

本
文
冒
頭
に
「
和
学
講
談
所
」
の
印
あ
り
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
横
座
坊
物
語
」
左
肩
無
地
料
紙
題
簽
（
一
八
・
〇
糎
×
三
・
五
糎
） 

内
題
・「
横
座
坊
物
語
」 

表
紙
・
金
茶
色
布
目
型
押
表
紙
（
二
七
・
〇
糎
×
一
九
・
二
糎
） 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
左
肩
「
横
座
坊
物
語
」
墨
書 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
一
〇
行 

字
面
高
さ
・
二
〇
・
〇
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
二
〇
丁 

印
記
・
二
オ
「
書
籍
館
印
」「
日
本
政
府
図
書
」「
浅
草
文
庫
」「
和
学
講
談
所
」

「
内
閣
文
庫
」 

 
 
 

二
〇
ウ
「
内
閣
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
資
料
に
は
奥
書
が
な
い
た
め
、
は
っ
き
り
と
し
た
写
年
・
書
写
者
は
不
明
。

『
室
町
時
代
物
語
大
成 

一
三
』
に
解
題
あ
り
。 

 
 

 

【
一
五
一
】〔
淸
悦
物
語
〕 

写
年
不
明 

一
冊 

 

和
学
講
談
所
旧
蔵 

［
請
求
番
号
：
二
〇
四
‐
〇
一
三
七
］ 

 

本
資
料
は
一
般
的
な
書
名
を
『
清
悦
物
語
』『
衣
川
合
戦
清
悦
物
語
』
と
す
る
物
語
。

袋
綴
。
一
冊
。 

 

源
義
経
と
そ
の
家
臣
た
ち
が
最
期
を
遂
げ
た
衣
川
合
戦
を
、
そ
の
場
で
共
に
戦
い
、

生
き
延
び
た
清
悦
と
い
う
人
物
が
、
伊
達
政
宗
ら
を
相
手
に
合
戦
の
有
様
を
物
語
っ
て

聞
か
せ
る
と
い
う
も
の
。
本
書
は
こ
の
話
を
聞
い
た
小
野
太
左
衛
門
が
筆
録
し
た
と
い

う
形
式
を
取
る
。 

 

清
悦
は
山
伏
の
力
に
よ
っ
て
不
老
不
死
の
身
と
な
り
四
〇
〇
年
の
齢
を
経
た
人
物
。

彼
は
知
ら
れ
ざ
る
衣
川
合
戦
の
様
子
を
伊
達
政
宗
た
ち
に
語
る
。
義
経
の
首
を
見
て
涙

し
た
頼
朝
の
話
、
ま
た
共
に
義
経
に
仕
え
た
常
陸
坊
（
海
尊
）
も
不
老
不
死
と
な
っ
て

生
き
延
び
た
こ
と
、
弁
慶
や
佐
藤
兄
弟
は
義
経
と
共
に
葬
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
正
史
と

さ
れ
る
衣
川
合
戦
か
ら
逸
脱
し
た
様
々
な
伝
説
が
語
ら
れ
る
。 

 

成
立
年
代
・
作
者
と
も
に
未
詳
。
文
中
に
清
悦
・
常
陸
坊
死
去
の
年
を
寛
永
七
年
と

述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
が
現
行
の
内
容
に
な
っ
た
の
は
近
世
に
入
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
須
田
学
氏
は
「
清
悦
、
常
陸
坊
（
海
尊
）、
八
百
比
丘
尼
と
い
っ

た
長
生
の
異
人
が
昔
見
聞
し
た
義
経
・
弁
慶
の
物
語
を
語
っ
た
と
い
う
伝
説
は
平
曲
、

奥
浄
瑠
璃
の
流
布
、
修
験
山
伏
・
座
頭
・
熊
野
比
丘
尼
の
関
与
を
想
起
さ
せ
る
」
と
指

摘
す
る
。
但
し
、
須
田
氏
も
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
本
書
の
場
合
は
語
り
物
と
し
て
流

布
し
た
形
跡
よ
り
も
、
読
み
物
と
し
て
転
写
さ
れ
て
伝
わ
っ
た
形
跡
の
ほ
う
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
（
須
田
学
「『
清
悦
物
語
』」『
昔
話
伝
説
研
究
』
二
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
）。

例
え
ば
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
文
化
一
四
年
写
）
は
、
本
資
料
か
ら
の
転
写
で

あ
る
。 

 

本
資
料
は
物
語
の
写
本
と
し
て
は
大
型
で
高
さ
三
〇
・
〇
糎
程
度
。
筆
跡
か
ら
見
て

江
戸
時
代
初
期
か
ら
前
期
の
写
か
。
第
一
丁
目
と
最
終
丁
の
汚
損
が
目
立
ち
、
表
紙
を

欠
い
て
い
た
時
期
が
あ
る
と
見
え
、
現
在
の
代
赭
色
の
表
紙
は
後
補
と
考
え
ら
れ
る
。 
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本
資
料
の
第
一
丁
目
に
和
学
講
談
所
の
蔵
書
印
が
あ
る
。 

【
書
誌
】 

外
題
・「
清
悦
物
語
」
左
肩
打
付
墨
書 

内
題
・
な
し 

表
紙
・
代
赭
色
表
紙
（
三
〇
・
〇
糎
×
二
一
・
〇
糎
） 

遊
紙
・
な
し 

扉
・
な
し 

料
紙
・
楮
紙 

行
数
・
九
行 

字
面
高
さ
・
二
六
・
五
糎 

匡
郭
・
無
辺
無
界 

墨
付
丁
数
・
一
五
丁 

印
記
・
一
オ
「
浅
草
文
庫
」「
和
学
講
談
所
」「
内
閣
文
庫
」「
日
本
政
府
図
書
」 

 
 
 

一
五
ウ
「
内
閣
文
庫
」 

【
写
年
・
書
写
者
】 

 

本
文
末
尾
（
一
五
ウ
）
に
は
次
の
通
り
、
奥
書
が
あ
る
。 

「
此
書
は
／
元
和
元
年
／
村
田
御
曹
司
／
右
衛
門
様
の
御
内
／
御
小
姓
／
小
野

太
左
衛
門
殿
記
之
／
近
郷
氏
求
之
」 

 

た
だ
し
、
こ
の
部
分
は
横
幅
一
一
糎
程
度
、
も
と
の
本
文
料
紙
に
新
し
い
紙

で
継
ぎ
足
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。 

 

（
調
査
員
） 
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